
氏名 上野　誠

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

平　成　１９　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

全国大学国語国文学会理事、上代文学会理事、万葉学会編集委員、日本文学協会
委員（1999-2002、2005～）、民俗芸能学会編集委員、美夫君志会常任理事、古事
記学会理事、国学院大学国文学会委員、日本山岳修験学会評議員

最終学歴

現在の専門分野

毎日新聞の紙面批評委員の任期２年を全うすることができた。と同時に、飛鳥保存財団の評
議員に就任した。

国文学科の共同研究室の管理のため、大きな時間を割くこととなった。

万葉文化論

おおむね教授者の本意を伝えることができたと思う。劇団ヌーダの顧問として学生指導を
行った。また、大学院生の個別指導を充実させた。

所属学会

研究課題

万葉文化論の方法論の摸索、折口信夫の方法論の再検討

従来から取り組んできた万葉文化論の方法を援用した各論を論文にできた。ことに、『国語
と国文学』と『国文学』に執筆できたことは、学説普及の上で意味があったと思う。

1990年3月国学院大学大学院文学研究科博士課程後期単位取得満期退学（日本文学
専攻）

博士（文学、文乙第7号）



① 『万葉びととの対話』 単

①

大伴坂郎女と駿
河麻呂の贈答歌
―「怨み」をめ
ぐる表現の特質
と内実と―

単

②

憶良の申文―春
さらば奈良の都
に召上げたまは
ね―

単

③

等身大の恋歌―
『口訳万葉集』
から学んだこと
―

単

⑥
万葉古代学にお
ける比較研究の
覚書

単

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名
称

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名
称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

東京大学国語国文学
会、『国語と国文
学』第84巻第11号

学燈社、『国文学』
第52巻第14号

2007年10月1日

秋に放送されたラジオ万葉講座
のテキスト。最新の万葉学の知
見を盛り込みつつ、平易に書い
た。

大伴坂上郎女の贈答歌の特質を
大伴駿河麻呂との贈答歌から論
じたもので、万葉後期の書簡の
往来を視野に入れた作品分析を
行った。

憶良が大伴旅人を送る宴席にお
いて歌った歌を主に分析して、
そのにある祝意と羨望の表現の
ありようについて、従来使用さ
れなかった資料を通じて論じ
た。

『万葉集』の最初の全口語訳を
完成させた折口信夫の思惟を明
らかにした論文。ことに折口の
最初の著作である『口訳万葉
集』について論じた。

NHK出版協会

万葉古代学研究所の共同研究で
得た知見を明らかにした論文
で、古代の白い喪服について論

じたもの。

2008年3月1日

財団法人万葉文化振
興財団万葉古代学研
究所、『万葉古代学
研究所年報』第6号

2007年3月25日

2007年11月1日

2007年11月10日

財団法人万葉文化振
興財団万葉古代学研
究所、『万葉古代学
研究所年報』第5号


